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DX推進による付加価値向上

株式会社フォーバル



会社概要
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株式会社フォーバルの紹介

会社名 株式会社 フォーバル (東証上場︓8275)

本社所在地 東京都渋谷区神宮前5丁目52番2号青山オーバルビル14階
設立 1980年9月18日（44期目）

代表 代表取締役会長 大久保 秀夫 代表取締役社長 中島 將
典

資本金 41億5千万円（2023年3月期・第43期）
売上高（連
結） 595億3千8百万円 (2023年3月期・第43期)

従業員（連
結） 2,277人（2023年3月末現在）

事業内容 情報通信コンサルティング
経営コンサルティング

拠点 札幌／仙台／東京／横浜／名古屋／大阪／京都／福岡／北九州市／
佐賀／鹿児島

海外拠点 カンボジア／ベトナム／インドネシア／ミャンマー／タイ

関係会社 国内グループ会社29社／海外グループ会社6社

DX支援顧客数 44,823件(2023年3月末現在)

第三者認証等

経済産業省 「DX認定制度 認定事業者」

一般社団法人中小企業個人情報セキュリティー推進協会
・「DXマーク認証制度認証支援事業者」
・「DXアドバイザー資格」︓全社員取得

経済産業省 「スマートSMEサポーター」

中小企業庁 「経営革新等支援機関」

中小企業庁「みらデジ経営チェック」運営事務局

無限の情報から、唯一の答えを導き出し、
中小企業企業の利益に貢献する

『次世代経営コンサルティング』集団です。



実証実験の概要について



126DigiPocｰTOYAMA（実証実験プロジェクト）参画の背景

全企業の99.7％を占める中小企業が、DX経営に目覚め、変革をしないと時代に取り残されるリスク背景

大手企業の 7割 以上が
DXを全く推進するつもりがない企業との取引を躊躇す
る

大手企業の 94.4% から
「取引（受発注）先となる中小企業もDXを推進すべき
」

大手企業の 82.9% が、社内でDXに取り組んでいる。

ビジネス環境の急速な変化＝時代の潮流

DX経営への対応
GX経営への対応
ESG経営への対応



127DigiPocｰTOYAMA（実証実験プロジェクト）参画の背景

中小企業経営者の内、DX経営の必要性を理解しつつも、対応できる人材が・・・背景

DX経営コンサルが求められている背景
（市場のニーズ）

Point１．自分でできない。
Point２．専門的知識がない。
Point３．専門人材を雇用する余裕がない。
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－Concept－
経営情報の可視化と

DX専門家による伴走支援による
コンサルティングサービス

※経営情報＝「ヒト・モノ・カネ・情報・時間」

DigiPocｰTOYAMA 実証実験の実施
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DigiPocｰTOYAMA 実証実験のビジネスモデル

アイコンサービス（利益貢献コンサルティングサービス）サービス

1．経営情報分析プラットフォーム
（経営情報可視化ツール）

3．コンサルティングノウハウ
（自立化に向けたDX推進Step）2．専門家能力と経験

 全国500万事業者情報のビックデータ
 自社の状況をスコアリング化。
 同業・同規模事業者比較化。
 自社の課題が視覚的に発見できる。
 効果検証が可能。

 知識と経験のある専門家。
 全国45,000社の事例活用。
 全専門家とのナレッジ共有メリット

 全国45,000社の実践に裏打ちされたノウハウ
の提供

 自立化支援
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DigiPocｰTOYAMA 実証実験プログラムの内容（アイコンサービス機能）

 全国５００万事業者情報をビック
データ化。

 自社の状況をスコアリング化。
 同業・同規模事業者比較化。
 自社の課題が視覚的に発見できる。
 効果検証が可能。

◆財務情報の可視化レポート（決算書＋月次会計）◆非財務情報の可視化レポート（BIレポート）

全体分析

貸借対照表

損益計算書

キャシュフロー計算書

経営情報（ヒト・モノ・カネ・情報・時間）の可視化ツール ＝『富山県広場』を開設しました。機能１

経営情報分析プラットフォーム『富山県広場』（経営情報可視化ツール）
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DigiPocｰTOYAMA 実証実験プログラムの内容（アイコンサービス機能）

DX経営の専門家が専任者として伴走型でご支援します。機能２

 『デジタル活用能力』＝デジタルネイティブであり、活用・運用の指導ができる能力

 『情報管理能力』＝個人情報保護法を理解し、企業内情報の活用指導ができる能力

 『中小企業経営指導能力』＝中小企業に特化した経営面、財務面の改善指導ができる能力
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自立化をGOALとした、DX経営に必要なStep（ノウハウ）を余すことなく提供します。機能３

DX推進の定着支援Step

DigiPocｰTOYAMA 実証実験プログラムの内容（アイコンサービス機能）



実証実験の結果
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富山県滑川市内
製造業5社へ

実証実験（伴走支援）を実施

DigiPocｰTOYAMA 製造業のデジタル化・DX支援
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伴走支援5社の属性・状況、経営課題は多種多用︕︕
事業者名 従業員 事業内容 支援テーマ 実証実験前 要望

1 株式会社
エムダイヤ 10

リサイクルプラント製造、各種
産業機械の修理・改造・中古機
械販売、アルミ、樹脂等のリサ
イクル材の加工・販売

業務効率改善
売上拡大

ESGやDX等の取り組み状況に関する診断や、
現在使用しているデジタルツールに関する改
善案のアドバイス等に利用したい。

2 株式会社
加積製作所 46

変圧器用パネルラジエーター、
銅製凝縮器、フィンチューブ式
送水風冷冷却器の製造、フラン
ジ部品などの機械加工

業務効率改善
売上拡大

経営上の業務課題を見つけ出し自分たちに何
が足りていないかを把握したい。そのうえで
優先順位をつけ何から取り組んでいくかを考
えデジタツールを活用し課題解決につなげた
い。

3 糸氏技研
株式会社 14 プレス金型部品製作･金型専用

部品製造 業務効率改善 事務回りを中心とした効率化と環境整備をし
たい

4 株式会社
大江鐵工 51 圧力容器メーカー・各種鋼構造

物の製作・据付
業務効率改善 持続可能な企業を目指し、方向性の再設定、

課題の整理、社員意識の共有、中核人材・業
務人材・ＤＸの振り分けを行いたい。

5 有限会社
やまもと 15 電子部品の組み立て・製造

情報の共有、
利益率、
新規受注、
新規顧客の開
拓

・無償にて分析やDXの相談等ができるので
あれば、ぜひ利用したい。
・現在入れていたツール(事務コン)の活用も
できておらず、各分析はできていないので、
分析を行えるようにしたい。
・将来的に社長が現場に出ずとも企業が成り
立つように体制を整えたい。

DigiPocｰTOYAMA 製造業のデジタル化・DX支援
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DX推進体制の
整備

デジタル化・
デジタル技術の

活用
DX人材の

育成
ビジネスモデルの

改革
実験開始時

点数
実験終了時

点数

株式会社エムダイヤ 〇 × 〇 〇 32.5 42.0 +9.5
株式会社加積製作所 × × × × 11.0 14.0 +3.0
糸氏技研株式会社 〇 × × × 13.0 16.0 +3.0
株式会社大江鐵工 〇 〇 × × 34.5 35.5 +1.0
有限会社やまもと 〇 × × 〇 15.0 32.0 ＋17.0

平均点 21.2 27.9 +6.7

=希望された支援

支援企業名 目標 活用ツール

株式会社エムダイヤ キントーンの活用とセキュリティの改善
キントーンの活用方法の整備(労働生産

性)、UTM選定導入
セキュリティポリシーの作成

株式会社加積製作所 可視化と今後の会社としての事業計画の作成 業務フローの可視化

糸氏技研株式会社 現行の属人化したExcelでの各情報の管理と
ファイル破損や自然災害等リスクの回避 Office365, ノートPC

株式会社大江鐵工 人材の定着とDXのためのマインドセット、環境整備 キントーンの活用等の社内の既存デジタル
ツール等

有限会社やまもと セキュリティポリシーの作成と財務改善 富山県広場での財務の可視化、
勤怠管理

DX経営への効果測定（DX進捗度診断スコア）

DigiPocｰTOYAMA 製造業のデジタル化・DX支援
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DigiPocｰTOYAMA 製造業のデジタル化・DX支援
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大変満足
60%

満足
40%

大変満足
20%

満足
80%

実証実験終了後アンケート

達成できた
40%

一部達成できた
40%

達成出来なかった
20%

課題の明確化 課題への取り組み

大変満足
20%

満足
80%

目標への達成感 フォロー支援
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伴走者の必要性

Ｑ．今後もDX経営を進める上で、外部人材（専門家）によるサポートや支援は必要ですか︖
Ａ．必要だと思う︓５/5社（100％必要と回答）

※Digi₋Poc TOYAMA同様の支援制度があれば、是非活用させてほしい。

伴走期間

Ｑ．受けたい外部人材（専門家）のサポートや支援期間はどのくらい必要ですか︖
Ａ．

・各企業の経営課題の量や質が異なっていたことも
あるが、全ての企業から「支援期間が短い」との
回答。１年以上が理想との声。

・経営課題を可視化し、課題整理、解決のための計
画策定、実行から効果を検証するには、やはり
専門家からのアドバイス、支援は必要不可欠との
声。

実証実験終了後アンケート
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Ｑ．外部人材のサポートや支援を有償で受ける場合の支出可能な金額感を教えてください。（月額）
Ａ．

・全体の40％が、５万円〜１０万円と回答。
・上記の金額感は、当社アイコンサービス単価同額
・その他の回答は、外部人材からの支援は必要であ

り、受けたいと思うが、費用負担に悩まれている。

※費用負担を懸念される企業が一定数いる事は事実
であり、この層を含めDX経営をすべき企業に対し
ては、富山県が実施している補助金等の活用を促
す方法を取り入れたい。

実証実験終了後アンケート

費用について
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経営情報分析プラットフォーム
富山県広場による

可視化経営の普及・啓蒙

DigiPocｰTOYAMA 製造業のデジタル化・DX支援

presented by “きときと君”
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開設した『富山県広場』を活用した
可視化経営とDX推進の必要性を

セミナー＆ワークショップ形式にて実施

DigiPocｰTOYAMA 富山県広場を活用した可視化経営の普及啓発

開催日 2024年2月15日︓会場 高岡商工会議所（オンラインハイブリッド開催）
2024年2月16日︓会場 富山県民会館（オンラインハイブリッド開催）

セミナーカリキュラム
第一部︓「中小企業の弱みを強みに変えるデジタル技術活用方法」

講師︓株式会社フォーバル GDXリサーチ研究所 所長︓平良 学
第二部︓「DXによる働き方改革、そして売り上げ向上へ」

講師︓NTTコミュニケーションズ 5G・IoTサービス部 長谷川様
ドコモビジネスソリューションズ 富山支店 田中 氏

第三部︓DX進捗度診断ワークショップ

セミナーコンセプト
DX経営の重要性や経営課題の可視化の必要性を理解いただき、且つ多くの事例か
らの学び、具体的なデジタルツールの体験を通じて、理解を深める
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参加方法 参加申し込み 参加者 参加率

2月15日 高岡商工会議所 会場参加 10名 10名 100%

2月15日 高岡商工会議所 オンライン参加 9名 4名 44%

2月16日 富山県民会館 会場参加 3名 3名 100%

2月16日 富山県民会館 オンライン参加 9名 8名 89%

計 31名 25名 81%

DigiPocｰTOYAMA 富山県広場を活用した可視化経営の普及啓発

２会場・２５名の経営者に参加いただきました。
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セミナー終了後アンケート

・第1部 『中小企業の弱みを強みに変えるデジタル技術活用事例紹介』 満足度

・第2部 『DXによる働き方改革、そして売上向上へ』 満足度

・第3部 『DX診断ワークショップ』 満足度
・印刷会社でありながら、DXを進めていくことの
難しさを実感した。
・やってみましたレベルでした。項目は参考になり
ました。
・あまりできていないことがわかった。

DigiPocｰTOYAMA 富山県広場を活用した可視化経営の普及啓発
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DX診断結果
①DX推進体制の整備 ②デジタル化

デジタル技術の活用 ③DX人材の育成 ④ビジネスモデルの改革 平均点合計

県内企業 2.4 12.3 2.1 2.4 19.2

全国 3.2 15.2 1.7 3.7 23.8

DigiPocｰTOYAMA 富山県広場を活用した可視化経営の普及啓発

第三部・ワークショップでは富山県広場を活用し
25社の現時点でのDX進捗度診断を実施

・当社顧客グラフ（青色）と富山県内企業グラフ
（オレンジ）の差は、DX伴走支援の有無、支援

進捗の違いと推察。



社会実装時のビジネスモデル
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社会実装時のビジネスモデルについて

本プロジェクトにて支援した
製造業5社の内、2社が
継続支援（有償支援）を
希望していただいた︕
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社会実装時のビジネスモデルについて
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社会実装時のビジネスモデルについて
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社会実装時のビジネスモデルについて


